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はじめに
本書は株式会社福島建築設計事務所が嬬恋村から委託された「新嬬恋会館建
設工事基本・実施設計業務」の基本設計業務における業務成果をまとめたも
のです。
本基本設計業務は令和4年6月に嬬恋村により策定された「嬬恋会館建替えに
ついて」に基づき計画された成果であり、引き続き実施される実施設計業務
へと繋げるために基本事項を整理したものです。
これからの公共施設または文化施設の在り方を調査研究し、新時代の幕開け
に相応しい、新嬬恋会館の計画を目指すものとします。
なお、本基本設計書に記載の内容は今後の更なる検討により実施設計段階で
変更となる場合があります。

◆基本方針
Ⅰ：村の芸術・文化活動拠点としてふさわしい会館

Ⅱ：防災拠点、災害避難場所として安全な会館

Ⅲ：地域性を考慮し長寿命化を見据えた会館

Ⅳ：環境・ユニバーサルデザインに配慮した会館

②複合施設として、それぞれの用途の開館日や開館時間に対応した動線・セキュリティー計画を講じることで 、
　利用者が安心して利用できる会館とします。
③多様な芸術・文化活動に対応できる、可変性のあるホールを備え幅広い活動に対応出来る会館とします 。

①豪雨による水害や大地震などをはじめとした災害時に 、村の防災拠点・災害避難場所としての機能を十分に
　発揮できる会館とします。

①嬬恋村の気候風土や環境条件を理解し高断熱化を図りながら凍結や結露対策に配慮した会館とします 。
②予防保全と社会的劣化の双方の視点から、建物の機能と性能を時代に合わせて向上させる建物とします 。

①環境保全に配慮した自然エネルギーを活用し 、省エネに適した材料を利用することで、環境負荷の低減に配慮
　した会館とします。
②段差解消などをはじめとしたユニバーサルデザインに配慮することで 、年齢、性別、国籍、障害の有無によら
　ず全ての来館者に配慮した会館とします。

新嬬恋会館における施設計画のコンセプト
歴史ある嬬恋村の芸術と文化を未来へ継承しながら、新たな価値を創造する会館を
目指すため、村の芸術・文化の拠点となる会館と、隣接する学校施設との連携を視
野に入れた関係性を築きながら、一体的な利活用を促進する施設計画とします。

村の芸術・文化活動拠点としてふさわしい会館

地域性を考慮し長寿命化を見据えた会館

・だれでも分かりやすい施設配置・動線計画とすることで、芸術・文化を通して
　多世代交流が生まれる計画とします。

・内装材の木質化など持続可能な建築建材の活用や太陽光や地中熱などの再生可
　能エネルギーの導入により環境に配慮した計画を提案します。

環境・ユニバーサルデザインに配慮した会館

・嬬恋村の気候を考慮した設備システムの採用や省エネに配慮した建材の選定な
　ど、環境負荷の低減を図ると共に、快適な内部環境を提案します。

①芸術・文化活動の拠点施設として機能美と構造美から構成される創造的な造形により 、存在感のある美しい
　デザイン計画とします。

②災害避難場所として、望ましい設備と耐震性を備えた耐久性のある建物とします 。

防災拠点、災害避難場所として安全な会館

・ユニバーサルデザインの考えに基づき、ゆとりのある通路幅の確保やわかりや
　すい案内表示など、誰でも使用しやすい施設計画とします。

・村の芸術・文化拠点として、多種多様な芸術活動に対応できる施設計画とし、
　嬬恋村の新たなランドマークを創ります。

・村の財産として長く使用できる高耐久な建物とすると共に、維持管理費を抑え
　効率的な運用を行える施設計画とします。

・耐震性と安定性を確保し、災害時におけるBCP事業継続と避難所としての機能
　を有する会館として整備します。
・構造躯体は鉄筋コンクリート造とし耐震性を高め、土砂災害や水害に対する外
　圧から住民を守る構造とします。
　また、建築地盤を約１ｍ程嵩上げし階数を地上２階とすることで、河川の増水
　に備えると共により安定性の高い建築物とします。
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1.村の芸術・文化活動拠点としてふさわしい会館
○多様な利用形態に対応できる大ホール

・既存嬬恋会館の大ホールで開催されていた催し以外にも 、
　幅広い催しを行えるよう、多機能用途の多目的ホールとし
　て整備し、様々な舞台演目に対して利用しやすい計画とし
　ます。

○親しみやすく気軽に利用できる図書室

・内装は木質化を図り、親しみと温かみのある空間を創りま
　す。

○新たな創造が生まれるたまごホール○多世代交流を生み出すガレリアギャラリー

・座席は204席のロールバックチェアとスタッキングチェア
　79席とし、最大283人の収容を可能とします。

・南面する大きなガラス開口部から吾妻川や三原桜並木の美し
　い景観が望める空間とし、内部のアクティビティーが周囲に
　拡散することで賑わいの創出に寄与する計画とします 。

・新嬬恋会館の南面に広がる吾妻川や三原桜並木の豊かな景観
　と眺望を楽しみながらゆったりとした時間を過ごすことがで
　きる室内空間を創出します。
・村有林から切り出した木材を書棚や内装に多用し 、木材の温
　もりや温かみを感じられる空間としながら郷土愛を育むこと
　のできるスペースとして整備します。

・図書室の一部をガレリアギャラリーに張り出すことで 、共用
　部の吹抜空間から内部の様子を伺い知ることができ 、上下階
　の緩やかな繋がりを創出する計画とします。・公民館の閉館時も、図書室用のセキュリティ区画を形成する

　ことで、図書室単独でも使用できる利用率の高い施設計画と
　します。

・図書室は2階に計画することで、書籍類の浸水被害を防ぐ計
　画とします。

　制作の絵画や書画を展示する常設のギャラリーとして機能す
　る計画とします。

・ガレリアギャラリーはガラス張りの明るく開放的な設えと
　し、大ホールの催し開催時の受付や休憩以外にもフリース
　ペースとして、様々な用途に対応すると共に全ての利用者
　が自由に過ごせるオープンな空間として整備します。

　ジから22ｍのエリア内に全客席を納めることで 、すべての
　座席が良好な環境で鑑賞できる計画とします。

・室内の各エリアを書棚で緩やかに区切ることで 、有機的な内
　部空間を創出し、従来の図書室とは異なる誰もが訪れたくな
　る魅力ある図書室とします。

ステージより客席を望む

ガレリアギャラリー内観イメージ たまごホール内観イメージ

図書室内観イメージ

・ステージ奥行き７.０ｍ、プロセニアムアーチ５.５ｍを確保
　し、ステージ間口は９.０ｍと１１.５ｍの広さに可変する可
　動プロセニアムを採用し、講演会や音楽会等の趣向の異なる
　利用に体置く可能な計画とします。
・ステージに近接する控室は可動間仕切りによりセパレート
　可能な仕様とし、ホール利用時以外は会議室等の利用にも
　供することのできる室として整備します。

・たまご型の形態をもつホールはガレリアギャラリーに面して
　設けることで様々な利用に供することの出来る多目的ホール
　として整備します。 ・特定の用途に限定すること無く、会議室や託児スペース、控

　え室やリハーサル室など、様々な目途に多用途に利活用可能
　な汎用性と利用率の高い室空間として整備します。

・楕円形のホールは一般的な整形室と異なり 、自由な発想や
　閃きなどを喚起誘発するインスピレーション豊かなスペース

・身振りや台詞を主体とする演劇などが鑑賞できる､ステー

・ピクチャーレールや展示用の照明を設置することで 、村民

　となり、新たな創造が「たまご」から生まれる空間となりま
　す。

たまごホール

図書室

大ホール前室
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○嬬恋村に適した寒冷地対策
・建物形態を凹凸の少ない
　計画とし、外気負荷を抑
　えながらエネルギーロス
　を最小限とした熱効率の
　よい施設計画とします｡

○80年先を見据えた建物の長寿命化

○ユニバーサルデザインへの提案
・高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律
（バリアフリー新法）の「特別特定建築物」に準拠する施設
　計画をとします。

○維持管理が容易な設備システムの選定
・トイレや通路等は人感センサー、外灯は照度センサーとタ
　イマーの併用とし、機器数も最小限の設置とします。また
　ＬＥＤ照明や高効率、長寿命型機器の設置や標準型器具の
　採用により部品交換作業や更新コストを抑えます。

・長期にわたり健全な建築環境を維持するため 、自然通風や
　自然採光なとを考慮し、シックハウス対策にも万全を期し
　た、環境配慮型設計に基づいた施設計画とします。

・ウイルス対策に有効な水平換気（クロスベンチレーション）
　と重力換気を促進する断面計画とします。
・外装ルーバーや庇によりガラス開口部の日射抑制を建築的
　にコントロールし外的熱付加係数を縮減します。

・超節水型トイレ器具を採用し恒常的かつ非常時の節水に配
　慮します。

○環境に配慮した、サスティナブル建築

2.防災拠点、災害避難場所として安全な会館

・今後起こり得る様々な災害や非常事態に対し 、必要かつ十
　分な対策や設備を備えた施設計画を目指します。

○災害時は住民の安全を確保します

「日常時」と「非日常時」という2つのフェーズを
フリーにする

-フェーズフリーデザイン-

・すべての部分で段差を解消し、車椅子利用者やベビーカー
　もすれ違える広い通路を確保します。

・開口部は断熱性能の高いLow-E複層
　ガラス（一般ガラス比で熱貫流率73
　％減）を採用し、外壁面や屋上防水
　は高断熱対応の仕様・構成により寒
　さ対策に万全を期します。

・ウィズコロナ対策として自動ドアの設置や非接触タイプ
　エレベーター乗降装置の設置、トイレのドアレス化、自動
　水栓化を標準とした施設計画とします。

・長寿命化を意識した会館として計画し 、維持管理の容易さ
　をふまえ、環境に配慮した建材や設備を選定することで、
　永きにわたり使用可能な長寿命化建築を目指します。

・吾妻川増水時や土砂流入時を想定し、建築地盤を1ｍ嵩上
　げすることで、災害における損傷被害を最小限に抑える計
　画とします。

・大空間や高天井の部分は天井の耐震化を図り 、各種設備機
　器や基礎は躯体に緊結させる落下防止策を講じることで 、
　二次災害を防止し避難時の安全性を確保します。

・避難所として位置付けられた施設に求められる耐震安全性
　Ⅱ類(重要度係数1.25)を確保し、大地震動後も構造体の大
　きな補修をすることなく建物を使用できることを前提とし
　、人命の安全確保に加え機能維持を諮ることが可能な計画
　とします。

災害時は地域住民を守る避難所として機能します。

脱衣所付
仮設シャワー

マンホール
トイレ

運搬車両による救援物資の搬入

物資や食糧の配給

食料の配給

救護スペース

約40回分のシャワーの使用を想定します（13回/日）

※ フェーズフリーデザイン：フェーズ（局面）が変化しても
  フリー（自由）に使い続けることができるデザイン（施設計画）

3.地域性を考慮し長寿命化を見据えた会館

・初めての来館者にも分かり易いように 、風除室の近傍に
　案内窓口を計画します。
・正面入口には1/12勾配のスロープによる歩行者と車を分離
　した車寄せを設け、降雨時や積雪時の乗降が容易となる計
　画とします。
・おもいやり駐車場は、村道から視認しやすく、正面入口に
　繋がるスロープに近い位置に設けます。

カマドベンチによる炊き出し

4.環境・ユニバーサルデザインに配慮した会館

・地域住民の避難場所として１００名程の避難住民を受け入
　れることを想定し、最大７２時間の滞在における必要設備、
　ライフラインが維持可能な施設計画とします。
・屋外の排水ポンプ層の近傍に汲み取り作業の不要な災害用
　マンホールトイレを設営可能な仕様とします。
　また、仮設シャワーも仮設テント設営と共に駐車場の一部
　に目隠しを含めて設営することを想定した計画とします 。

・常時は村民の芸術文化活動の拠点として、非常時は災害か
　ら地域住民を守る砦として、双方の目的を計画段階から兼
　ね備えた施設計画が求められます。

　また、少子高齢化や人口減少社会等の社会構造の変化によ
　り十数年後の嬬恋会館の在り方も変化する可能性がありま
　す。
　将来にわたり、良質な社会ストックとして活用し続けるこ
　とのできる「転用」と「兼用」を視野に入れた
　｢フェーズフリーデザイン」の思想を施設計画に採り入れま
　す。

○フェーズフリーデザインの思想を
　　　　　　　　　　採り入れた施設計画

・SDGｓの理念を理解し持続可能な開発目標を目指す取り組
　みを実践し、「ゼロカーボンシティー」を表明する嬬恋村
　にふさわしい先進的なプロジェクトを目指します。

・村有林を利用した内装材の木質化や、
　蓄電池を装備した太陽光発電パネル
　の設置、地中熱を利用したヒートポ
　ンプによる空調設備の導入など、再
　生可能エネルギーを最大限利用した
　環境配慮型建築とします。

地中熱交換器

ヒートポンプ

ヒートポンプ利用型
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・屋上防水は、30年保証「超硬質ウレタン+改質アスファル
　トシート」を採用し、外断熱による熱負荷を抑えながら
　ＬＣＣを約３０％減じる仕様とします。

Low-e膜

中空層

室外 室内

・屋内外の給水管は保温やヒーター巻により凍結防止をはか
　り、トイレ等の水廻りはサーモ付パネルヒーターを設置し
　室温が零度以下にならない計画とします。
・寒冷地用設備機器を選定し着雪や凍結による機能低下を防
　ぎ、快適な設備環境が維持できる設備仕様とします。

・北向きの傾斜屋根を設けないことで根雪化した雪が凍結し
　落下するリスクを回避します。
　また、屋根勾配は二寸勾配（２０%）の緩勾配とし多段式
　の雪止設置により完全な安全対策を施します。

・竪樋の凍結対策として、
　北側や採光が届かない位
　置に設ける竪樋を最小限
　とし、竪樋は地盤面から
　３０センチほど上部で開
　放させ、地盤面に設ける雨水枡にて集水させることで、氷
　柱状と化した氷塊が竪樋を破壊する現象を防ぎます。

・屋上に設置する屋外機械置場は、冬期における太陽高度の
　低い期間でも自然光があたる位置に配置するものとし 、機
　器の凍結や性能不良を防ぐ計画とします。

・車椅子利用者、高齢者や子ど
　も連れの方が、円滑に利用す
　るために必要な機能を備えた
　多目的トイレを全ての階に計
　画します｡
　ベビーシート・ベビーチェア
　等を用意した多目的トイレと
　して整備し、オストメイト設
　備は１階のバリアフリートイ
　レ内に設置します｡

可動手摺

引き戸

L型手摺

ｵｽﾄﾒｲﾄ用汚物流し

ベビーチェア

呼び出し
ボタン

洗面器

ﾍﾞﾋﾞｰｼｰﾄ

車椅
子が
回転
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教育委員会
社会教育

調理室

機械室

風除室

EV

EV

女WC

男WC多目的WC

女WC
男WC多目的

WC

大ホール

ステージ

可動席
収納庫

ガレリアギャラリー
搬出入口

控室

WC

和室

防災機器室
書庫

サークル
活動室

機械室

図書室

親子室

調整室

大ホール
吹抜

ステージ
上部

ガレリアギャラリー
吹抜

車寄せ

2階平面計画図

1階平面計画図

地階平面計画図

男子WC・女子WC・多機能WC等の水廻り

図書館エリア

共用部分

集会場エリア

公民館エリア

■ゾーニング計画のポイント
図書室は２階に設けることで正面に広がる吾妻川と対岸の三原
桜並木の景観を望むと共に、大ホールと階を異にすることで音
の伝搬を防ぎ静寂性を確保する計画とします。

２階

１階

地階

建物を整形に計画し、初めての来館者でも迷わず目的
の場所にたどり着くよう、シンプルで単純明快な施設
計画とします。

中央の共用スペース（階段、EV、WC等）を中心に、
東に大ホール、西に事務室や活動諸室を配置した単純
明快なゾーニング計画と館内のどこからも二方向避難
ルートが確立する安全でわかりやすい平面計画としま
す。

凡例 エントランスと空間を共有するガレリアギャラリーは大ホール
のホワイエ空間として、村民制作の展示ギャラリーとして、会
館の賑わい創出のための役割を担い、内部空間のアクティビテ
ィーが、ガラス越しに外まで広がる計画とします。

正面入口の風除室は施設の中央に設け、歩車道が分離された緩
やかなスロープによる車寄せによりアプローチする導入計画と
します。

エントランスホールであるガレリアギャラリーの吹抜空間に張
り出した図書室は２階に在りながらも視認性が良く 、存在感の
在る空間として利用率の高い室として整備します。

眺望に配慮

賑わいを創出

貸出諸室は隣接して計画

正面玄関から案内窓口への
動線に配慮

現在でも避難所に指定されている嬬恋会館は 、建替後
も地域住民の安心安全を司る公共施設として、より高
い防災機能とＢＣＰ対策が求められます。
今後、起こり得る様々な災害や非常事態に対し 、必要
かつ十分な対策や設備を講じた施設計画を提案します。

授乳室

自販機

避難時最大収容人数の算定
一人当たり3.3ｍ2を想定
（参考：東京都江東５区洪水高潮氾濫からの大規模広域避難検討ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟH30 ,3)

ドライエリア

たまごホール

屋外階段

屋外階段
東部小との
連携

災害時は避難場所として地域住民を受け入れる役割を担います。

・大ホール　　　　室面積　　約２４２㎡
　　　　　　　　　有効面積　約２２５㎡　=　６８人
・和室　　　　　　室面積　　約４７㎡
　　　　　　　　　有効面積　約３４㎡　　=　１０人
・サークル活動室　室面積　　約８６㎡
　　　　　　　　　有効面積　約６９㎡　　=　２０人

　　　　　　　　　　　　　合計　約１００人収容可能

屋内の直通階段とは別に、避難動線上対角の位置に屋外の避難
用階段を設け、館内のどの位置からも二方向の避難ルートが確
保できる計画とします。

大ホールの空調換気のための機械室を地階に設けることで地上
のスペースを圧迫すること無く、敷地の利用率を向上させる計
画とします。

機械室はステージ直下に配置しダクト接続等の設備的合理化が
図れ、地階に設けることで運転音の伝搬も低減することのでき
る計画とします。

会館内の最大面積を誇る大ホールはロールバック式の客席を備
え多目的ホールとして様々な催しに対応すると共に 、災害時に
は避難場所として多くの住民を受け入れることのできるスペー
スとして整備します。

たまごホールはガレリアギャラリー中央に楕円形の様々な目途
に対応する多目的室として整備します。
特徴的な形態が文化施設として豊かな造形表現を創出します 。

教育委員会社会教育の室はエントランスに面し総合案内の役割
を担い、調理室は日常的には調理実習等に使用しながら災害時
は炊き出しスペースとなります。和室は畳室ならではの利用に
供しながら非常時は避難場所として機能します。さらに三つの
居室は廊下を介さずに内部で行き来可能な汎用性の高い連続し
た室として整備します。

連携棟として機能する東部小との連絡を考慮した位置に接続口
を設け、複合施設としてスペースの共有を容易に図ることが可
能な施設計画とします。

Ａ・008各フロアゾーニング計画図株式会社　福島建築設計事務所 No Scale新嬬恋会館建設工事基本・実施設計業務
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株式会社　福島建築設計事務所 外装仕上計画・外観イメージ図 Ａ・013新嬬恋会館建設工事基本・実施設計業務 NoScale

◆外壁：押出成形セメント板  厚60（縦張り）
　　　　　ニューセーフティーシール工法
　　　　　親水性フッ素樹脂塗料仕上品

◆屋根：カラーステンレスｔ0.4
　　　　　　粘接着工法屋根

太陽光発電パネル20kw

◆開口部：アルミサッシュ   二次電解着色SC
             　　　（Low-E複層ガラス）　　

◆外壁：塗装型枠鉄筋コンクリート
　　　　　　　　　　打ち放し
　　　　　　　　　フッ素樹脂塗装仕上

◆外壁：押出成形セメント板  厚60（縦張り）
　　　　　ハイブリッドカラーコーティング工法

南側方向View

東側方向View

東部小学校

車庫

嬬恋村の目指すグランドデザインを実現するため、周囲の景観・学校施設との調和を意識した施設計画

◆東部小と新嬬恋会館の壁面線をそろえ、死角を無くし視認性を向上させます。

◆東部小学校を含めた屋根の連続性は山並みのシルエットに調和する形態となります。
◆芸術・文化活動の拠点施設として機能美と構造美から構成される創造的な造形により、存在感のある美しいデザインとします。

菱文様

菱形が規則的に並んだ連続文様。古くは縄文土器などの地紋に見られる文様 。一年草であるヒシの葉や実に由来した文様で、ヒシは繁殖力が強いことから子孫繁栄・無病息災などの意味が込められてます 。
縄文の時代から続く嬬恋の地に、村の発展と村民の幸福度を高めるための文化施設にメタファーとして菱文様を取り入れたデザインとします 。

素材：再生木

木材の
パルプ繊維

嬬恋根曲がり
竹細工

石樋の滝

キャベツの千切り

多世代交流

再生木によるクロスルーバー

手を繋いで交わるイメージ

◆正面側の緩やかに湾曲した壁面は、
　住民や来館者を両手を広げ迎え入れる様を表します。

◆正面入り口は緩やかなスロープによる車寄せを設け、雨や雪の日でも車の乗降や荷物の出し入れを容易にします。

◆正面のガラス開口は暖かい日差しをふんだんに採り入れると共に、内部の活動の様子を外部に発信します。



株式会社　福島建築設計事務所 内装仕上計画・木質化の提案 Ａ・014新嬬恋会館建設工事基本・実施設計業務 NoScale

1階
ガレリア
ギャラリー

2階
図書室

内装材や家具、建具等の建材を木質
化することで、木のもつ温かみや潤
いを五感で感じ取ることが出来る内
観デザインとします。
群馬県産の木材利用により、地産地
消として地域振興や地域経済の活性
化にもつながります。

天井：木製ルーバー

壁：ストランドボード

ガラス面安全対策：衝突防止サイン

壁：杉羽目板

床：フローリングボード

たまごホール

天井：木製ルーバー

壁：ストランドボード

床：フローリングボード

壁：杉羽目板

天井：スケルトン天井

床：フローリングボード

木製書架

木製書架

ガレリアギャラリー

図書室

壁：展示ギャラリー

受付カウンター
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村民の豊かな生活を維持するための
芸術・文化活動の拠点にふさわしい施設計画

・大ホールは283席を確保した多機能用途の多目的ホールとして整備し、ロールバックチェアを
　採用することで椅子格納時は平土間ホールとして様々なイベントに対応します。

移動式音響反射板

コンサートの使用頻度が少ないホールや規模
が小さく本格的な舞台反射板が設置できない
多目的ホールに最適な装置です

・シューボックス型ホールとし側壁からの反射音と高天井からの豊かな残響音を目指し、長時間聴
　取にも疲労感のない明瞭な拡声を提供します。

大ホールで開催する主な催し（想定）
・式典、集会、講演会
・ミニクラシックコンサート
・ミニポピュラーコンサート
・発表会
・授業、学内利用イベント
・文化祭
・和太鼓演奏
・少年少女合唱団
・ヨガ、ストレッチ
・フラダンス
・災害時の避難所

90角の木製ルーバーが
フレームを形成することで

温もりと優しさを醸し出すと共に、
効果的な音響反射をもたらします。

木に
包まれた
森のホール

講演会の例 ミニコンサートの例

※和太鼓演奏の際は音漏
れの可能性があります。

生演奏コンサート

式典・集会・講演会

サスペンションライト
（電動昇降式）

正面音響反射板

移動式音響反射板

水引幕

源氏幕

サイド
スピーカー

ホリゾント幕

美術バトン

9,000

11,500

サスペンションライト
（電動昇降式）


